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　　主催者ご挨拶

　みんなねっと全国大会を神戸の地で開催するにあたり主催者の一人として一言ご挨拶申し

上げます。 本年は明治維新以来１５０年の節目の年ですが、 兵庫県にとりましても県政１５０年

の年であります。 また、 来年には平成の年号が変わります。 精神保健福祉に関しても、 呉秀

三先生が「 精神病者私宅監置」 を刊行されてよりちょうど１００年となります。 このように大

変意義深い年に兵庫県で「 精神疾患の本人と家族の明日を切り開くために」 をテーマとして

全国大会を開催することができますことに兵庫県出身者として大変うれしく思います。

　さて、本年４月１日から改正障害者雇用促進法が施行され、雇用率が従来の２．０％から２．２％

に上昇します。また、精神障害者の雇用義務化が図られることから、「 精神障害者に限り、従来、

短時間雇用として０．５にカウントされていたものを、 １．０としてカウントすることになりました」

そして、 そのような方策によって量的な雇用促進を図るとともに、 障害があっても本人の希

望や特性に合った仕事ができるよう、 多様な働き方のニーズ等に対応した障害者の働き方の

質の向上を、 障害者雇用促進制度の在り方に関する研究会で現在検討がなされています。

幸い、 みんなねっとは同研究会並びに、 労働政策審議会障害者雇用分科会に精神障害者当

事者団体を代表し、 参画していますので積極的に意見表明をしてきました。 先ほどの短時間

雇用の見直しは、 その成果の一つと言えます。 更に、 精神障害者就労については、 定着率

が低いという課題が残っていますが、「 定着率、 就職率が高いだけでなく精神疾患の再発率

や再入院率が低くなるという」 I ＰＳモデルなども、 みんなねっととして、 提唱していきたい

と考えています。 　　

　また本人の意思決定は、 医療や福祉サービスの提供者側の説明と本人の同意というイン

フォームドコンセントではなく、 サービス提供者と利用者が共同でサービス内容や目的を決定

していく SDM（ シェアード ・ デシジョン ・ メイキング） を提唱していきたいと考えています。

もちろん、 精神保健福祉の課題は山のようですが、 課題の一つ一つを全国大会などを通

じ、 兵家連の皆様はじめ全国の同志の皆様のお知恵お力を拝借しながら役職員一同より一層

精進してまいる決意ですので何卒よろしくお願い申し上げます。

　今日ご参加の皆様にとりまして本大会が実りあるものとなること、 また皆様のご健勝ご多

幸並びにご活躍をご祈念申し上げ主催者挨拶といたします。

公益社団法人全国精神保健福祉会連合会

理事長　本條 義和
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　　主催者ご挨拶

 “２０２０年東京オリンピック ・ パラリンピック” の開催が決定しました。 早速、 政府は「 大会の

成功条件として、 安全、 安心、 メダルもあるがパラリンピックを成功させる為には欧米諸国

に遅れていると言われる、 障がい者も高齢者も、 健常者も一緒の共生社会を造ることが最

大の課題と考えています」 との発言で「 心のバリアフリー分科会」 を設立し推進しています。

 しかし、 精神障がい者の殺傷事件や私宅監置事件等は後を絶たちません。 その原因と考え

られる精神障がい者に対する「 偏見や差別のバリア」 は地域に広く、 深く定着しており ､ 永

い間据え置かれてきた「 心の健康教育」 を学校の義務教育として直ぐにでも再開し正しく理

解する必要があります。 また地域や職場の自主学習会等でも精神障がい者への正しい理解

を深める事が是非必要です。 今こそ原点に立ち返り、 全国民に訴え、 お互いにタブーにし

曖昧にしてきた課題を正す絶好の機会だと思います。

 近年、 国連の障害者権利条約への加盟、 障害者自立支援法の改定、 障害者差別解消法の

制定など、 私たちを取り巻く環境は大きく変化しました。 しかし、 精神障がい者の地域移行 ・

地域定着をめざす種々の対策にも拘わらず、 目的の入院患者の減少は遅々として進まず、

はたして今までの医療の在り方で正しいのか等の不安を感ずる心境にあります。

 そこで、 第１１回みんなねっと兵庫大会のテーマーは、 当事者及び家族のニーズを中心に先

駆的な取り組みについて「 精神疾患の本人と家族の明日を切り拓くために」、 としました。

 私たちは、「 精神障がい者一人ひとりが個人として尊重され、 社会生活が送れるよう、 ま

た同時に障がい者と同等の困難を抱える家族の生活を切り拓くため」 の方策について協議し

実践につなげていく大会にしたいと思います。

　幸い、 兵庫県では「 県政１５０周年記念県民連携事業」 を開催しており、 活力ある兵庫県

で　“最高のおもてなしを” と皆様方のご来場をお待ち申し上げます。

公益社団法人 兵庫県精神福祉家族会連合会

会長　米 靖弘
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第 1 日 
11 月 26 日（月）ポートピアホール ( 神戸ポートピアホテル )　 

10:00	   受付開始　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

11:00 ～ 11:45 オープニングアトラクション
   うた三線 (淡路ぬニセター )
   和太鼓（ 五色太鼓 “響き”）
　　　　　　
11:45	～ 12:00 休憩
12:00 ～ 12:50 開会式
   　開会のことば　公益社団法人兵庫県精神福祉家族会連合会会長　米 靖弘
   　主催者挨拶　　公益社団法人全国精神保健福祉会連合会理事長　本條 義和

　来賓祝辞 　　 兵庫県知事　井戸 敏三
         神戸市長　　久元 喜造

   　来賓 ・ 祝電紹介

12:50 ～ 13:00 休憩
13:00 ～ 14:20 基調講演
 『精神疾患を正しく理解するための教育の必要性について』
 ～何故日本では精神疾患の教育が進まないのか、 世界はどうか～
 愛知県立大学准教授　山田 浩雅

14:20 ～ 14:30 休憩

14:30 ～ 16:00 活動報告　　　　　　　　　　          　
   『みんなねっと活動報告』　みんなねっと理事長　本條 義和
   行政報告 『精神保健福祉の動向』 厚生労働省より (予定 )
 
16:00 ～ 16:10 休憩

16:10 ～ 17:30 特別講演
   『心の病とはなにか ー 物質と物質でないもの ー』
   東京都医学総合研究所 病院等連携研究センター センター長　糸川 昌成

17:30 ～ 17:40 休憩

17:40 ～ 17:50 平成 31 年度開催の愛知県の紹介

18:15 ～  懇親会（ 同ホテルの大輪田の間）

宝塚 OG（ 但馬 久美） の出演

プログラム



5

第２日 
11 月 27 日（火）神戸国際会議場各室

9:00   分科会受付開始　

9:30 ～ 11:30 各分科会

■	第１分科会
『 はじめてます！！こころの不調 ・ 病気を学び回復を支える授業』

桃山学院大学教授　栄 セツコ　他（ こころ ・ あんしん Light カンガルー部会）　他 5 名

■第 2分科会
『 当事者の力、 自立と経験を活かす（ ピアサポーター活動）』

障害者相談支援センター輪っふるセンター長　角野 太一　ピアサポーター 3名

■	第３分科会
『 薬だけに頼らない精神疾患との向き合い方』

NPO 法人予防医学 ・代替医療振興協会理事長　神津 健一

NPO 法人日本ソーシャルフットボール協会理事　真庭 大典

■第４分科会
『 私たちが求める家族支援について』　

兵庫県立大学准教授　川田 美和 ( オープンダイアログ )　

ノートルダム女子大准教授　佐藤 純 ( メリデン )　他 3名

■第５分科会
『 閉じこもっている本人とその家族の支援は』　～家族と家族会の力と役割～　

日本福祉大学教授　青木 聖久　他 4 名

■第 6分科会
『 就労移行支援と定着』

兵家連理事　大倉 正也

（ 社福） すいせい　　（ 社福） あすなろ福祉会（ 岡山）

11:40   アトラクション　　　『音楽によるひと時を』

   一般社団法人兵庫県音楽療法士会　職員団

12:35   閉会式

13:30　  楽しいクラウン（ 道化師） ＆エンターテイメントショー

   （ 出演 ： G ・ E-JAPAN、 社会福祉法人かがやき神戸「 土曜日の天使達」）

15:30	 	 	 終了予定
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開 催 要 綱
～　精神疾患の本人と家族の明日を切り拓くために　～

趣　　旨

　“２０２０年東京オリンピック ・ パラリンピック” の開催が決定しました。 早速、 政府は「 大会の成

功条件として、 安全、 安心、 メダルもあるがパラリンピックを成功させる為には欧米諸国に遅れ

ていると言われる、 障がい者の方も高齢者の方も、 健常者の方も一緒の共生社会を造ることが

最大の課題と考えています」 との発言で「 心のバリアフリー分科会」 を設立し推進しています。

この分科会に参加しているみんなねっとは学校での「 こころのバリアフリー教育」 について意

見を述べ、教育は偏見・差別の解消のための最大の手段であるとして、義務教育課程でのカリキュ

ラム化を提唱しました。

精神障がい者への偏見や差別のバリアは広く、 深く定着しており ､ 永い間放置されてきた学校

教育における本格的な精神保健プログラムを推進することによってこのバリアを取り除くことが

望まれます。 同時に地域や職場での精神障がいへの正しい理解を深める事も是非必要です。 原

点に立ち返り、 全国民に訴え、 お互いにタブー視し、 曖昧にしてきた教育 ・ 啓発の課題を克服

することによって、 今こそ偏見 ・差別のバリア除去への道を開く絶好の機会だと考えます。

 近年、 国連の障害者権利条約への加盟、 障害者自立支援法の改正と障害者総合支援法への改

称、 障害者差別解消法の施行など、 法 ・ 制度等の環境は大きく変化しました。 しかし、 精神障

がい者の地域移行 ・ 地域定着をめざす種々の対策にも拘わらず、 入院患者の減少は遅々として

進まず、 一方、 入院患者の拘束 ・ 虐待が目立ち始めるなど、 はたして今までの精神医療と福祉

の在り方でいいのか等の不安を感ずるのが多くの家族の心境であります。

 みんなねっと兵庫大会では、 当事者及び家族の切実に要望する立場から、 各方面にさまざま

な新しい活動や研究動向を探り、 この大会に集めようと努力しました。

 私たちは、「 精神障がい者一人ひとりが真に尊重されて社会生活が送れるよう、 また障がい者

とともに居る家族が安心できるよう、 障害者及びその家族の明日を切り拓くための方策につい

て協議し実践につなげていく大会にしたい」 と思います。  

 ( ２０１８年３月 )

会期	 	 ２０１８年１１月２６日（月）・２７日（火）

会場	 	 神戸ポートピアホテル　南館１Ｆポートピアホール (11 月 26 日 )

	 	 神戸国際会議場 (11 月 27 日 )

主催	 	 公益社団法人　全国精神保健福祉会連合会（みんなねっと）

	 	 公益社団法人　兵庫県精神福祉家族会連合会（ひょうかれん）
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■  講 演 要 旨
“もっと早く精神の病について知っていたら ・ ・ ・ ” 　　　　　　　　　　　　　　　

“精神の病気ってどう対応したらいいのか？わからないことだらけ ・ ・ ・ ”　　　　

“どう理解したらよいのか？” と。 ずっとこの問題を抱えてきた歴史があります。

皆様もご存知のように、 日本の精神保健福祉の法律は変わっても根本的な考え方、

偏見、 ステイグマはまだまだ根強く残っているのが現状です。 それついては、 やはり日本の「 教育」 が

うまく機能していなかったことが大きかったと思われます。 何故機能しなかったのでしょうか。

私たちが望むことの１つは、 全ての人々が偏見の少ない生きやすい国 ・ 時代にしていくことです。 オース

トラリア ・ イギリス ・ カナダ等では、 精神保健教育（ メンタルヘルスリテラシー） が早期に小 ・ 中学校で正

しい教育がなされ、 当たり前に精神疾患を理解し、 対応を学び、 誰もが関心を持って障がいを持った方々

やその家族の方々に対する支援活動へと結びつけられているようです。

これからの若い世代の方に、 精神疾患が特別なものではなく誰でも起こる病気であることとして、 当た

り前に知ることができるように、 そして家族会の皆様には、 メンタルヘルスリテラシーへの肯定的な後押

しをしていただき、 さらに教育 ・ 啓発活動を広げていけたらと思っております。

私の講演でお伝えできるのは、みんなねっと (2015.10)- に掲載内容プラス最近の情報が中心となります。

１． 日本の教科書の歴史と進まなかった教育背景　２． 海外の現状（ オーストラリア、 カナダの例）　３． メ

ンタルヘルスリテラシーの現状について　４． 家族会の皆様への希望について、 お話しさせていただく予

定です。 どうぞよろしくお願いいたします。

■プロフィール
1963 年愛知県生まれ。藤田保健衛生大学衛生学部卒業後、東京三鷹の長谷川病院、愛知県立城山

病院（現愛知県立精神医療センター）の精神科看護師として 10 年間従事。1996 年愛知県立大学の

精神看護学の教員となり、現在准教授として看護学生に精神看護の魅力を伝えています。主な研究

テーマは、思春期における精神保健教育に関する研究で、精神に関する正しい理解を広げられるよ

うな取り組みをしています。

　　 1 日目　　平成 30 年 11 月 26 日 ( 月 )　13:00 ～

基 調 講 演

『 精神疾患を正しく理解するための教育の必要性について』

～何故日本では、 精神疾患の教育が進まないのか、 世界はどうか～ 

愛知県立大学

准教授		山 田  浩 雅
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　　 1 日目　　平成 30 年 11 月 26 日 ( 月 )　16:10 ～

特 別 講 演

『 心 の 病 と は な に か  ー  物 質 と 物 質 で な い も の  ー  』

東京都医学総合研究所	

副所長	　糸 川  昌 成

■  講 演 要 旨
１7 世紀にフランスの哲学者デカルトが、 世界を「物質」 と「物質でないもの」 に分け、 物質のみの法則性

を探求する近代科学という領域を立ち上げました。 科学はすぐに医学へ応用されると、 コレラや結核と

いった感染症を攻略しました。 次に、 糖尿病や高脂血症のような慢性疾患のコントロールまで手中におさ

めると、 最後の秘境である脳へ守備範囲を広げたのです。 ただし、 ここまで登場した結核菌や血中の糖

分にしても、 すべてデカルトが科学の対象と認めた「物質」 です。 近年の生物学的精神医学とは、 精神

症状という「物質でないもの」 を初めて相手にした科学（物質しか扱わない） に他なりません。 ただし、

心の病には脳（モノ） と出来事（コト） の要素があり、 体験と因果関係がない「病気」 と、 体験と因果関

係がある「病気でないもの」 が含まれています。 薬は脳（モノ） に作用しますが、 出来事（コト） には効

きません。 脳をくまなく研究しても尊厳というたんぱく質（モノ） は見つからないのです。 尊厳とは、 目

の前の人をかけがえのない相手として丁寧に大切に遇したとき、 遇された相手と遇した自分の間に発生

する共鳴現象（コト） のようなものです。 気持ちを汲む、心寄せる、心を込めるなどもコトに他なりません。

人が回復するには、 モノ（脳） とコト（尊厳 ・ 自尊心など） の両方への手当てが必要となるのです。

■プロフィール
Ｈ元年	 埼玉医科大学卒業　京医科歯科大学　精神神経科　研修医（融道男教授）

Ｈ 2年	 福島県　四倉病院精神科　常勤医

Ｈ 3年	 筑波大学　人類遺伝学教室　研究生（有波忠雄助教授）

Ｈ 5年	 東京医科歯科大学　精神神経科　医員（融道男教授）

Ｈ 6年	 東京大学脳研究施設　生化学部門　研究生（芳賀達也教授）

Ｈ 8年	 Molecular	Neurobiology	Branch,	National	Institute	on	Drug	Abuse,	National	Institutes	of	Health,	Visiting		 	

	 Fellow	(George	Uhl 教授 )

Ｈ 11 年	 理化学研究所　分子精神科学研究チーム　研究員（吉川武男チームリーダー）

Ｈ 13 年	 東京都精神医学総合研究所　精神分裂病部門　部門長（副参事）都立松沢病院精神科　非常勤医師

Ｈ 16 年	 東京都精神医学総合研究所　統合失調症プロジェクト　プロジェクトリーダー（副参事）

Ｈ 23 年	 東京都医学総合研究所（研究所の統合移転）　統合失調症・うつ病プロジェクト　プロジェクトリーダー		

	 （参事）　精神行動医学研究分野長

H27 年	 東京都医学総合研究所　病院等連携研究センター長

H28 年	 東京大学大学院　新領域創成科学研究科　客員教授

H30 年		 	東京都医学総合研究所　副所長　病院等連携研究センター長
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	　平成 30 年 11 月 27 日 ( 火 )9:30 ～

第１分科会

『はじめてます！！こころの不調・病気を学び回復を支える授業』

	 コーディネータ  桃山学院大学大学教授   栄 セツコ

 シンポジスト  芦屋学園短期大学教授    木下 隆志

   ( 特 ) こころ ・ あんしん Light   松永 貴久美　

   大阪人間科学大学助教   富澤 宏輔 

   尼崎市保健所疾病対策課精神保健担当係長 香川 宗久

 司会  京都精神保健福祉推進家族会連合会会長 野地 芳雄

精神疾患の方への今なお続く偏見や事件、 その解決のためには病気に対す

る正しい理解がスタートですが、 これが最も遅れています。

当事者 ・家族 ・ 学校 ・ 支援関係者が協力し実施している、 こころの病ある人

への理解教育のとりくみを紹介。 課題と展望を語り合いたい。

	

第２分科会

『当事者の力、自立と経験を活かす（ピアサポーター活動）』

	 コーディネータ  障害者相談支援センター輪っふるセンター長  角野 太一

 シンポジスト 障害者相談支援センター輪っふるピアサポータ   谷 加代子

   特定非営利活動法人中央むつみ会 ピアサポーターズくらぶ代表 笠原 健

   特定非営利活動法人あすなろ（ 三田市）　ピアサポータ 西村 浩一

 司会  滋賀県精神障害者家族会連合会会長  尾畑 聡英

最近のピアサポータ活動は裾野が広がってきました。 精神科病院の長期

の入院者に対する退院促進などにも実績をあげています。

ピアサポータ活動の現況と今後について、 支援や制度面への希望も含

めて広く語り合う場にしたい。
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第３分科会

『薬だけに頼らない精神疾患との向き合い方』

	 コーディネータ兼司会  兵庫県精神福祉家族会連合会副会長　  新銀 輝子

 シンポジスト  NPO 法人予防医学 ・ 代替医療振興協会理事長 神津 健一

    NPO 法人日本ソーシャルフットボール協会理事 真庭 大典

精神疾患は本当に不治の病なのか、 薬は今のように強い副作用のある

ままでいいのか。 もっと自然に備わった人間の治癒力を活かす方法はない

のだろうか。 家族からの切実な思いに応えて、 症状を改善する新しい方

法（ 食事療法、 運動療法） の可能性を探りたい。

尚、 新しい方法としての音楽療法については、 分科会終了後のアトラク

ションにて実体験をして頂きます。

	

第４分科会

『私たちが求める家族支援について』　～家族ぐるみの支援をさらに～　
	 コーディネータ兼シンポジスト 兵庫県立大学准教授   川田 美和 

 シンポジスト  ノートルダム女子大学准教授  佐藤 純

    白梅学園大学准教授   杉本 豊和

    訪問看護ステーションゆうなぎ代表取締役 山本 波代

 司会兼シンポジスト 大阪府精神障害者家族会連合会会長 倉町 公之

当事者への支援は多くなってきたが、 当事者の最大の支援者である家族は

疲れ、経済的にも消耗してしまっている。 その家族への支援はまだ支援サー

ビスにまでなっていない。

家族の当事者への支援は当たり前と考えられてきたがそうだろうか。 家族

ぐるみの支援により当事者と家族が一緒に元気になる道を探したい。
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第６分科会

『就労移行支援と定着』
	 コーディネータ兼司会 兵庫県精神福祉家族会連合会 理事 大倉 正也

 シンポジスト  社会福祉法人すいせい理事長  岸田 耕二

    社会福祉法人すいせい元利用者現職員 田中 理英子

    社会福祉法人あすなろ福祉会（ 岡山市） 畝木 奈津恵

    社会福祉法人あすなろ福祉会元利用者現職員 木村 健太郎

　精神障がい者の就労は目先、 増加し始めてはいるが、 継続的な就労が困

難で、 定着性に劣るため、 他障害に比べると精神障がい者雇用は顕著に少

ない状況が変わっていない。 就労移行支援と就労後の定着向上のための各

地域の努力を紹介し、 我々家族に出来ることはなにかを考えたい。

訓練から就労への段階を踏んでゆくオーソドックスな移行支援に対し、 先に

就労してから慣らしてゆく IPS プログラムによる移行支援、 そしこれらの移

行支援における定着支援について語り合う。

	

第５分科会

『閉じこもっている本人とその家族の支援は』
	 コーディネータ   日本福祉大学教授   青木 聖久

 シンポジスト  奈良県精神障害者家族会連合会 会長 奥田 和男

    兵庫県精神福祉家族会連合会 理事 伊東 久雄

    木の芽家族会会長   藤田 睦

 司会兼シンポジスト 和歌山県精神保健福祉家族会連合会副会長 大畠 信雄

寝屋川市や三田市において、 痛ましい事件が続きました。 これらの事件を通

じて閉じこもり、放置された精神障がい者の問題が改めて浮かび上がりました。

外部からの強力な支援の無い中で、 未だにどこにもつながらず、 先の光が見

えない本人や家族が多く、 家族会のかねてよりの困難な課題となっています。

本分科会は、 各地で模索され、 試行されている新しい取組みを紹介し、 これ

らを通して、 家族と家族会の力や役割について考える機会とします。
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	2 日目午前のイベント（11:40 ～ 12:25）

【兵庫県音楽療法士会による音楽療法の紹介】

兵庫県音楽療法士会は、 阪神淡路大震災をきっかけに兵庫県が養成

した音楽療法士が 2002 年に設立しました。 2012 年に一般社団法人

となり現在会員は 260 余名になっています。 障がいを持つ方、 高齢の

方、 病気の方などに音楽で関わることで対象の方の生活が向上するこ

と願って、日々活動しています。最近は更に多くの方々に音楽療法を知っ

て頂くために、 音楽療法士ならではの参加型コンサート活動にも力を入

れています。本日お目にかかりました皆様にも音楽療法を体験して頂き、

音楽の持つ素晴らしさを共感して頂けましたら幸いです。
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	2 日目午後のイベント（13:30 ～ 15:30）

【楽しいクラウン（道化師）＆エンターテイメントショー】

Ｇ ・ Ｅ－ＪＡＰＡＮ， 及び社会福祉法人かがやき神戸の「 土曜日の

天使達」

世界初！障がい者によるプロ ・ クラウンチーム社会福祉法人かがやき

神戸 「 土曜日の天使達」 と、 関西を代表するエンターテイメン ・ カン

パニー 「 Ｇ ・ Ｅ－ＪＡＰＡＮ」 のとびきり楽しい参加型エンターテイメント

ショーを通じて、 障がい者理解を進める。
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	 全国大会開催中 2日間オープンしています！

各種コーナーの設置紹介

1	 書籍販売コーナ（みんなねっと、コンボ、やどかり）

	 精神疾患に関する有益な情報を提供予定しています。

2	 物品販売コーナ（追って、募集予定）

3	 薬剤師による相談コーナ

	 直接主治医に聞けない薬の副作用や減薬についても相談できます。

4	 社会労務士による障害年金の相談コーナ

	 諦めずに障害年金取得を考えましょう。障害年金は正当な権利です。

5	 精神保健福祉士による相談コーナ　
	 我が子のために、兄弟や夫や妻のために、そして自分のために、この病に
	 対峙して行く場合の専門家の方からのアドバイスはきっと今後の進め方に
	 役立つと思います。是非、気軽に相談下さい。

・ 開会式から閉会式まで手話通訳を計画していますので、事前に
申込みお願いします。

・ 基調講演から 6 分科会まで講演内容と討議の内容を記録誌に反
映する計画をしています。ご要望が有れば受付で申込みお願い
します。
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